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お得な年パス 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
午前１０時～ 

英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

新宿区立新宿中央公園《新宿白糸の滝》 
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大大名名庭庭園園ででおお正正月月  

 

 ある秋の日、西新宿を歩く。昭和３５年、かつて淀橋浄水場があ
った場所に新宿副都心建設事業の一環として計画され、昭和４３年
に開園した新宿中央公園は、フリーマーケットや様々なイベントも
開催され、今では西新宿になくてはならない存在になっている。 
 そのイベント広場に流れ落ちるように造られているのが“新宿ナ
イアガラの滝”。そして、その反対側では長く曲線状に設計された
“新宿白糸の滝”が、細く白い糸のような無数の流れを見せている。 
 見上げれば、都庁庁舎が西日を浴びてキラキラ光る。その輝きに
誘われて、第一庁舎の展望室を目指す。意外と知られていないよう
だが、都庁には北と南、二つの展望室があり、どちらも無料で見学
出来る。天気が良いので、東京タワーもスカイツリーも、羽田も富
士山も見える。真下の新宿中央公園、少し向こうには大きな代々木
の森、緑が豊富な街を従えて、いくつもの風船が舞い上がってきた。
結婚式を済ませた新郎新婦、お祝に駆け付けたゲスト達が“おめで
とう”と放った幸せのお裾分け。展望室にも歓声が上がる。 

 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

ホームページ 検索→庭園へ行こう！ 見てね！ 

【おめでたい名前の実物たち】 
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新宿中央公園は、新宿区立の公園としては最大の面積を誇
る都市計画公園。高層ビルが建ち並ぶ西新宿で“大都会のオ
アシス”として、人々に憩いの場を提供している。また、開
園当初より、映画やドラマの撮影にも多く使用されている。 
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【庭園冬支度の準備】 

  

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典⑮ 

 

 多くのお客様にお楽しみ頂いた紅葉もそろそ
ろ終わりの頃、縁起物の千両や万両の実も赤くな
り、松の菰(こも)巻き、雪吊り等、庭内は少しず
つ新年を迎える準備が始まっています。 
 来年は未年、小石川後楽園でも「大名庭園でお
正月」と題して、下記の内容で新春のお祝いを致
します。ぜひ、ご家族やお友達とお出かけ下さい。 

 

●神田囃･寿獅子 １月３日(土)(雨天中止) 
 １０時３０分、１３時(各回約３０分) 
松原にて昔懐かしいお囃子と獅子舞をお楽
しみ下さい。 

●懐かしい正月遊び 1 月２日(金)、３日(土) 
 (雨天中止) １０時～１５時３０分 松原
にて、羽根つき、独楽(こま)回し等、昔な
がらの正月遊びをお楽しみ下さい。 

その他、撮影コーナーや庭園ガイド、お休み
処の営業もございます。イベントはそれぞれ、
参加費無料(入園料別途)、当日自由参加です。 
 詳しくは、チラシやホームページでもご案
内しています。 
 

 

 

 秋の深まりと共に、庭師たちも大忙し！ 
“もう、冬がやって来る”というコトで、庭内の
冬支度の準備に追われる毎日。 
 松の剪定に始まり、冬の風物詩『雪吊り』『化粧
ワラボッチ』『菰巻(こもまき)』など、これからの
季節にしかご覧頂けない風景をお楽しみ頂くため
に、バックヤードでも奮闘中！ 

【藁(わら)すぐり】 
 雪吊りや化粧ワラ
ボッチの作成に欠か
せない藁。 
 脱穀後の、葉がモ
サモサしたままの状
態では、美しい姿に
仕上げられません。
そこで、職人の目と
手を使って、丁寧に
優秀選手を選び出し
ます。 

【雪吊り準備】 
 大きな松に施す
雪吊りは下準備も
大がかり。 
 この日は、中心に
建てる帆柱の作成。
物差で計り、一番美
しく見える位置を
見極めて頂点に飾
りを取り付けます。
一ツ松や内庭で、伝
統の技を、ぜひ、ご
覧ください。 

 

 「難を転ずる」に通じるところから、“南天(なん 
てん)”は縁起物植物の代表選手ですが、これか 
らの季節に大活躍の【おめでたい名前】の植物 
が他にもたくさんあります。 
 「十両」と呼ばれる“藪柑子(ヤブコウジ)”、江 
戸時代、タチバナは非常に高価で、百両以下で 
は手に入れることが出来なかったため、“唐橘 
(カラタチバナ)”を「百両」、葉の上に実のつく“草 
珊瑚(クササンゴ)”は「千両」、そして、千両より 
たくさんの実がなる“藪橘(ヤブタチバナ)”は「万 
両」と。 
また、当園内ではご覧いただけませんが、葉 

の付け根から出ているトゲが蟻をも通すと、“蟻 
通し(アリドオシ)”と呼ばれる「一両」は、千両、 
万両と一緒に飾り、「千両、万両、有り通し」と、 
お金に困らないよう願いを込めたともいわれて 
います。 

 

  

  

十両 百両 

千両 
万両 
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